
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 章 
刺激と反応 
 

生物編 

表紙 

刺激と反応 

チェック✔ ページ 〜テーマ〜 

□  No.01 

□1  どこで、どんな刺激を受け取っているの？ □ No.02 

□ No.03 

□ No.04 □2 どこで刺激を伝えているの？ 

□ No.05 □3  どれぐらいのスピードで、刺激は伝わるの？ 

□ No.06 □4  どうやって命令を出して、反応しているの？ 

□ No.07 □5 どうやって、筋肉は体を動かしているの？ 

□  No.08 
用語チェック 

□ No.09 

□  No.10 

メイン問題 A 
□ No.11 

□ No.12 

□ No.13 

 

     組  番 名前                

評価チェック 

□す べ て 埋 ま っ て い る… 1 点 2 点 

□色分けして書かれている… 1 点 2 点 

□メモなど要点が書けている… 1 点 2 点 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 章 
刺激と反応 
 

生物編 

No,01 

 

1.[①          ]：光や音などの、外界からの刺激を受け取る、目や耳などの器官。 

2.[②          ]：感覚器官の、刺激を受け取る細胞のこと。 

< 五感と、受け取る刺激 > 

刺激を受け取る場所 
/ポイント/ 

感覚器官 刺激 

  

  

  

  

  

 

□1  どこで、どんな刺激を受け取っているの？              

ノートプリント 

感覚器官
感覚細胞

目 視覚( ) 光
耳 (聴覚) 音 =空気の 振動
鼻 (嗅覚) においに化学物質
口 (味覚) 味 = 化学物質
ひ、 3 、 (触覚) 温度 、 圧力



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆1、暗いとき                      ☆2、明るいとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆3、盲点の実験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【(       )の構造と特徴】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 章 
刺激と反応 
 

生物編 

No,02 

(①      ) 虹彩 (②      ) 虹彩 

暗いとき、 

    ひとみは(       )なる。 

 

明るいとき、 

    ひとみは(       )なる。 

 

やってみよう! 

ノートプリント 

目

レンズ

σ
網膜

→ 光を掘折させる →感覚細胞がある
σ像ができる

wexs *(用同角膜 食視神経
䗥～ → 脳へ刺激を伝える

→ ととみの大きさを 毛様体
変え

、
入 る 光の量を → レンズ 厚みを調節 する

調節する

んとみ ひとみ

大きく 小さく
光( をたくさん 入れるため ) (光の量を少なくするため )

盲
008
点



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【(       )の構造と特徴】 
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No,03 

【(      )の構造と特徴】            【(       )の構造と特徴】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【(       )の構造と特徴】 

 

 

 

 

 

 

 

痛点 
汗線 

毛 

圧点 神経 

温点 冷点 

嗅神経 

ノートプリント 

耳

②耳 に骨 三半( ) 規管
→鼓膜の振動を ー 3体の 回転を感 じる

耳 るずまき管へ伝える

C θR
すの聴神経

→ 脳へ刺激を伝える

③ うずまき 管
① 鼓膜 → 内部 の 液体で
→ 空気の振動を

伝える

ひふ 鼻

舌

一!
るま 味象



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆1、神経の場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆2、神経の形 
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No,04 

□2  どこで刺激を伝えているの？              

 

(②      ) 

(③      ) 

[①          ] 

 

感覚神経 

運動神経 

[④          ] 

(⑦     ) 
背骨 

腹側 

背側 

(⑧        ) 

運動器官:筋肉 
感覚器官:鼻 

 

1.[①          ]： 

  2.[②          ]：脳や脊髄のこと。 

  3.[③          ]：感覚神経や、運動神経のこと。 

    4.[④          ]：感覚器官で受け取った刺激を、脳や脊髄に伝える神経のこと。 

    5.[⑤          ]：脳や脊髄からの命令を手足の筋肉などの運動器官に伝える神経のこ

神経の種類 
/ポイント/ 

ノートプリント 

神経細胞 

(①       ) (②        ) 

神経系
中枢神経
末しょう神経

感覚神経
運動神経

末しょう神経

中枢神経
せきずい

脳
せきずい

末しょう神経

運動神経 感覚神経



 

 

 

 

 

 

 

① 右の図のように 9人で輪になり、Aさんは右手に持ったストップウォッチ 

  をスタートさせると同時に左側の人の手を握る。 

② 手を握られた人は次の人の手を握り、これを続けていき、最後の人は、 

  A さんの手首を握る。 

③ A さんは手首を握られたらすぐにストップウォッチをとめる。 

④ 3 回くり返して、1番速い値を使い、手を握られてから次の人の手を握るま 

  での 1人あたりの時間を求める。 
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No,05 

やってみよう! 

 1 回目 2 回目 3 回目 

かかった時間 

(秒) 

   

 

□2  どれぐらいのスピードで、刺激は伝わるの？              

一人あたりの時間の計算 

 

 

 

                            秒 

<ヒント> 

かかった時間÷人数＝1人当たりの時間 

ノートプリント 

2
.

02 ÷ 13 = 0 、 155

1 . 69 ÷ 13 = 0 、 13 門

2 . 66 ÷ 14 = 0
.
19 2

'

51 ( 28*)
_

廻1 . 79 ÷ 14 三 ℃: …

1. 7 : 15 =0
、

11 、 45 : 12 = 0 、
12

①
1 . 4 : 19 = 61ん2
.
14 ÷ 14 = 0 、 15



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ア～クから、意識して行う反応と、無意識に行う反射との 2つに分類してみよう！ 

  ア.ボールが目の前に急に飛んできたので、目を閉じた。 

  イ.テニスで、相手の打った速いボールをすばやく打ち返した。 

  ウ.ステーキを口に入れると、だ液がでた。 

  エ.目覚まし時計が鳴ったので、手で止めた。 

  オ.暗い部屋から明るい外へ出たので、ひとみが小さくなった。 

□1  どうやって命令をだして、反応しているの？              

5 章 
刺激と反応 
 

生物編 

No,06 

① A / 感覚器官(手) 

↓ 

②  /       . 

↓ 

③     . 

↓ 

④  /       . 

↓ 

⑤     . 

↓ 

⑥  /       . 

↓ 

⑦ H / 筋肉 

☆1、手をにぎられて、 

 にぎり返す反応経路。 

 

1.[①          ]：刺激に対して、意識に関係なく無意識におこる反応のこと。 

              (②     )に伝わらず、(③      )から命令が出される。 

             ※首から上の反応は、すべて、せきずいを通らずに脳へ伝わる。 

刺激の伝わる経路 
/ポイント/ 

① A / 感覚器官(手) 

↓ 

②  /       . 

↓ 

③  /       . 

↓ 

④  /       . 

↓ 

⑤ H / 筋肉 

☆2、熱いなべを触って、 

 手をはなす反応経路。 

反射： 

反応： 

考えてみよう! 

ノートプリント 

A/手 

H/筋肉 

B/     神経 

D 
F 

G/     神経 

C/     

E/     脳

B 感覚神経 B 感覚神経

D C せきずい
せきずい

感覚
E 脳 G 運動神経

F
運動

G 運動神経

反射
脳 せきずい

ア
、 ウ、

オ
イエ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆1、うでを曲げるとき               ☆2、腕を伸ばすとき 
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□1  どうやって、筋肉は体を動かしているの？              

けん 

関節 

(④      ) 
(③      ) 
 

けん 
関節 

(⑥      ) 
 

(⑤      ) 

 

1.[①          ]：骨と骨がつながっている場所のこと。 

2.[②          ]：骨についている、筋肉の両端のこと。 

 

関節とけん 
/ポイント/ 

ノートプリント 

関節
けん

縮む
伸どる

伸びる 縮 む



 

 

 

◇1 感覚器官 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇2 刺激と反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇3 運動の仕組み 

 

 

 

 

 

 

 

用語チェック 
刺激と反応 
 

生物編 

No,08 

⑴ 目や耳などのように、まわりのようすを知るため、光や音などの刺激を受けとる器  

  官を(       )という。 

⑵ 目では、光をレンズでさせ、(       )の上に像を結ぶことで、刺激を受け 

  とる。 

⑶ 耳では、空気の振動を(       )でとらえ、耳小骨を通して 

  (       )の中の液体を振動させて、刺激を受けとる。 

 

<選択肢> 
鼓膜 

網膜 

うずまき管 

感覚器官 

⑴ 脳とせきずいはまとめて(       )とよばれ、そこから出て枝分かれしてい 

  る神経は(       )とよばれる。 

⑵ 感覚器官で受けとった刺激の号は、感覚神経を通ってせきずいや(       ) 

  に伝えられる。せきずいは背骨に守られている。 

⑶ 意識して起こす反応の命令の号は、脳やせきずいから(       )を通って運 

  動器官に伝えられる。 

⑷ 無意識に起こる反応を(       )といい、熱いものに手がふれたときは、刺 

  激の号が感覚器官から感覚神経を経てせきずいに伝えられ、そこから直接、運動神 

  経に命令の信号が伝えられる。 

 

⑴ ヒトの体は、骨格と(       )のはたらきで動かすことができる。 

⑵ 筋肉の両端は(       )になっていて、骨についている。骨格は筋肉の動き 

  により(       )の部分で曲がる。 

<選択肢> 
末しょう神経 

脳 

中枢神経 

反射 

<選択肢> 
けん 

筋肉 

関節 

用語チェック 

感覚器官
網膜

鼓膜
らずまき管

中枢神経
末しょう神経

脳

運動神経心

反射

筋肉

けん

関節



 

 

◇1 感覚器官 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇2 刺激に対する反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語チェック 
刺激と反応 
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<選択肢> 
レンズ 虹彩 視神経 網膜 鼓膜 脳 耳小骨 聴神経 うずまき管 

<選択肢> 
せきずい 脳 運動 中枢 末しょう 感覚 背骨 

用語チェック 

鼓膜 耳 り、骨
虹彩 視神経

聴神経
脳

脳

レンズ 網膜 うずまき 管

脳
せきずい

せきずい

背骨

き 感覚
ょ

ぅ 運動

脳 せきずい



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メイン A 
刺激と反応 生物編 

No,10 

□1  刺激を感じる仕組み 

□2  目のつくりとはたらき  
 

メイン問題 

音 看い
π

におい 自
畀

温度 皮ふ

味 舌

感覚神経

聴覚 視覚 嗅覚
触覚 味覚

虹彩
レンズ

網膜
工

ゥ
ィ
ァ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メイン A 
刺激と反応 生物編 
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□3  耳のつくりとはたらき  

メイン問題 

耳小骨
うずまき管

鼓膜
E

D

ア→ イコエ→ カ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メイン A 
刺激と反応 生物編 

No,12 
メイン問題 

□4  刺激と反応 

 

ィ
ァ

及射
危険 から体を
守るため

、

工



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メイン A 
刺激と反応 生物編 

No,13 メイン問題 

□5 うでの曲げ伸ばし 

 歸
けん

関節
ィ
工


